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オーバーラップ
=60%

サイドラップ
=30%



3-5-2．飛行計画の注意点



3-6-2．電子シャッター

撮影時の遮光する動作を再現する動作をセンサー制御により再現する方法。

グローバルシャッターとローリングシャッターがあり、以下の違いがある。

・グローバルシャッター

→センサーに当たった光を一気に読み出し記録する。値段が高い！
・ローリングシャッター

→センサーに当たった光を上から下に向かって順番に読み出して記録する。
安価で小型化が可能で多くのUAVに搭載されている。

グローバルシャッター ローリングシャッター

出典：エンジニア大学



座標データはまず極座標（平面上のある一点の位置を定点（極）から距離と
角度で示した座標）で取得される。レーザスキャナ計測毎に測定範囲αと測定
感覚βのステップ角度が異なる。測定範囲にはステップ角により光の照射範囲
が決まり、その光の照射スポット内の最大反射強度最大値座標を測定する。
距離と角度が確定し得られた極座標Pをスキャナ本体の座標系上に写し、

X/Y/Z座標に変換する。





7．座標と高さ

7-1．座標について 位置情報は人やものなどの平面的な位
置（場所）にかかわる情報のこと。緯
度・経度などの座標で表現し、数値の
「度/分/秒」で表示される。
ちなみに秒の距離差ですが、緯度つまり
南北方向の場合は地球1周は40000kmと
言われているので、
40000÷360度÷60分÷60秒=30.864m/秒
目安として31m/秒、
経度は赤道なら同じですが経度はcos
（緯度）を乗じた数字になる。
つまり東京付近なら約25m/秒となる。

その位置は普遍的なものではなく、そ
の位置を特定する測りかたによって変わ
る。よく測地系とは基準のことなる測量
（測られた）緯度経度系を指す。出展：国土地理院HP






